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子どもたちに必要なこと 
カウンセラーとして、カリヨンの子どもたちと関わって 

       カウンセラー 平尾 幸枝 
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 2006 年から、カリヨンの子どもたちと、カウ

ンセリングを通して関わらせていただくようにな

って、７年目になります。2008 年の終わり頃か

らは、「カリヨンハウス」という場ができ、シェル

ターや自立援助ホームを利用している子どもたち

だけでなく、OG・OBの子どもたちにも利用して

いただけるようになりました。それぞれの状況や

ニーズ、プロセスは十人十色ですが、この数年の

ハウスでのカウンセリングを通して感じているこ

とを、いくつか挙げてみたいと思います。 

 

心や身体のケア 

「自分を大切にしていい」のだと知っていただく 

 

 親からの虐待や不適切な養育を受けてきた、と 

いうことは、当然、心に何らかの傷や痛みを抱え

ています。その“手当て”として、必要に応じて、 

適切な医療機関等につなげるということもありま 

す。あるいは、ハウスで身体をケアするようなプ 

ログラム（鍼灸や足ツボなど）を受ける子どもも

います。 

 そもそもカリヨンにつながる子どもたちは、「適

切なケアを受ける」ということに慣れていないこ

とが多く、心や身体の痛みを放置され、我慢して

きた子がほとんどです。具合が悪くても、心配さ

れたりケアを受けたり病院に連れていってもらっ

たり、ということがなかったために、そういうケ

アを自分にしてあげてよいと思えなかったり、ど

のようにしたらよいかわからなかったりします。 

 また、親の顔色をみたり、周囲の期待に応える

べく、常にがんばっていないといけない、と思っ

てきたために、何か（勉強や仕事など）をしてい

ないと、怠けている、と焦る気持ちがわき、気持

ちは休めずに思考が空回りして疲弊していたりし

ます。 

社会福祉法人カリヨン子どもセンター 

大丈夫。一緒に考えよう。あなたは大切な人。 
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 休息が必要な時には休むこと、助けやケアを求

めていいのだということは、「自分を大切にしてい

い」ということです。そのやり方を知っていただ

く、ということはとても大切なことだと思います。 

 

“子ども”をちゃんとやっていただく 

「自分はそのままで大切な存在」という経験 

 

 OG・OB の中には、カリヨンで成人式を祝い、

「子ども」と言っていいのか？ と疑問に感じる

こともあります。ですが、みんな「カリヨンの子

どもたち」なのだと思います。子どもの成長を、

親が喜びをもってずっと見守り続けるように、カ

リヨンの子たちにとっては、各ホームやハウスの

スタッフ、子ども担当弁護士などが“部分的な”親

代わり。転んだり、傷ついたり、挫折したり、と

いうことがありながらも、また起き上がって自分

の道を歩んでいく……。その歩みを見守りつづけ

ることは、カリヨンハウスの役割の一部として、

大切なことだと感じます。 

 泣いたり、怒ったり、笑ったり……、子どもは

自由に自分の感情や欲求を安心して表現し、それ

を受け入れてもらうこと、関心を向けてもらうこ

との積み重ねによって、自分はこれでいいのだ、

愛されている、大切な存在なのだ、という感覚を

もち、自分を信じ、自分らしく生きていくことが

できるようになります。 

 子どもの頃に、十分に甘えたり、子どもらしく

ふるまいそれを受け入れてもらう、という経験が

少なかったために、人にどのように甘えていいの

か、助けを求めていいのかがわからないという子

も多いのです。ですが、自分の“子ども”の部分の

気持ちに耳を傾けてあげることができるようにな

ると、次第に自分のSOSも自分自身でキャッチで

きたり、ひとりで抱えずに助けを求めることがで

きる力（＝自分を助ける力）をつけていきます。“子

ども”をちゃんとやってこそ、自分で自分のニーズ

を満たすことができるようになるのだということ

を教えてくれています。 

 

生きる喜び・希望を見つけていただく 

自分の生命の灯を輝かせて生きる 

 

 シェルター滞在中の短い期間の関わりとなるこ

とも多く、できることも限られています。だから

こそ、カリヨンでのすべての出逢いや関わりを通

して、生きる喜び・希望につながることをほんの

少しでも見つけていただけることを願っています。 

 好きなことや「あそび」を楽しむことはもちろ

ん、「まなぶ」こともまた、生きる喜びや希望につ

ながるということを、ハウスを利用する子どもた

ちが教えてくれています。高卒認定試験や受験な

ど、目指す目標に向けての学習もありますが、例

えば、自分の内面や身体の仕組みを知ること、音

楽や身体を動かすことを楽しむこと、人とのコミ

ュニケーションのスキルなど、“楽しく習う”こと

を通して、未来の可能性に希望をもち、自分のい

のちを輝かせて生きることにつながっていくのだ

と思います。カウンセリングが、カリヨンハウス

の多彩なプログラムの一部となったことは、そう

したことを実現しやすくしてくれています。 

 したいことを「したい」と言えること、それを

応援してもらえること、表現できると思えること

……そして子どもたち一人ひとりが自分の鐘の音

を響かせて生きていってくれることを、支えて下

さる皆さまと一緒に応援していきたいと思ってい

ます ✿  
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↔ ⌐ ⇔≡ 

◌ꜞꜜfi ≥╙☿fi♃כ┼─↔ ⁸↔ ╩

╡№╡⅜≤℮↔↨™╕∆⁹2012 ⌐│ ⁸

⁸ ─ ↕╕⅛╠ 56,883,292 ה

─ ╩ ╖╕∆ ─↔ ╩ ™√⇔╕⇔√⁹

─ ∟│ ≢│ ™ ↄ∑⌂™╒≥≢∆⁹ 

↔ ╩ↄ∞↕╢ ↕╕⅜⁸ ─ ╩

⇔⁸ ⇔≡ↄ∞↕╢↓≤─ ╖≤ ─ ™╩

⌐⁸↓╣⅛╠╙ ≥╙√∟─ ⌐ ╡ ∫≡⁸

─ ≢№╢₈└≤╡╓∫∟∂╚⌂™╪∞╟⁸№⌂

√│ ⌂ ₉≤™℮ⱷ♇☿כ☺╩ ⅎ≡╕™╡√

™≤ ™╕∆⁹ ≤╙⅔ ⅎ╩ ╡╕∆╟℮⁸

╟╤⇔ↄ⅔ ™ ⇔ →╕∆⁹ 

 

╟⅔כ♃ꜟ▼◦╙≤

┘ ⱱכⱶ ─  

1）子どもを真ん中にした多機関連携 

ᵑ │⁸ ⌐⅔™≡⁸ ≥╙─ ╩

⌐ ⅎ⁸ ≥╙─ ⌐ ╩ ↑⌂⅜╠⁸ ⁸

≥╙ ⁸Ⱳꜝfi♥▫▪☻♃♇ⱨ⁸

⁸ ⁸◌►fi☿ꜝכ⌂≥─ ─

⌐╟╡⁸ ≥╙─ ≤ ╩│⅛╡⁸

─ ╩ ╡⁸ ⌐≈≤╘⁸ ─

⌐≈≤╘╕⇔√⁹╕√⁸ ≥╙√∟⅜╟╡ ⌐

↔∑╢╟℮⌐⁸ ╩ ⅎ⁸ ╩ ⇔⁸

╛▪ⱨ♃כ ⌐╙ ╩ ⅞╕⇔√⁹ 

ᵒ◦▼ꜟ♃⁸כ ⱱכⱶ⁸◌ꜞꜜfiⱢ►☻⁸

⌐ ⅎ⁸Ɫכⱨ►▼▬ⱱכⱶ ╩ ≈

≤⇔≡⁸ ≥╙─ ─ ⁸

─√╘─ ╩ ⇔√ ⌂ ╩ ⇔

╟℮≤⇔╕⇔√⁹ 

ᵓ ⌐⁸ ╩ ↑√ ≥╙─ ─

√╘⌐⁸ ≤ ⁸ ─ ─ 

 

№╡ ⌐≈™≡⁸ ╩ ╖╕∆⁹ 

2）職員の労働環境の改善 

ᵑ │⁸ ⌂ ⁸ ╩ ⇔⁸ ─ ⁸

⌂≥─ ─ ╩ ╡╕⇔√⁹ 

ᵒ ─ ╩ ⅝ ╢₈◌ꜞꜜfi ≥╙─

₉─ ╩ ↕∑⁸ ≥╙╛ ─

─ ה ⅜⌂↕╣╢╟℮⌐≈≤╘╕⇔√⁹ 

 

כ♃ꜟ▼◦╙≤ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ┼    

─  

₈ כ♃ꜟ▼◦╙≤ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ₉≢│⁸

≢ ╩כ♃ꜟ▼◦╙≤ ∆╢ NPO

╕√│ ⅜⁸╝╢╛⅛⌐ ╩⇔≡⁸

╩ ⅎ╢ ≥╙─ ─ ╩ ⇔⁸

⁸ ⁸ ⁸ ─√╘─

╩ ℮↓≤╩ ≤⇔╕∆⁹2013 │⁸

⅜ ╩ ╘⁸ ⁸ ⁸ ⁸

™ ∑ ⁸ ╩ ™╕∆⁹ 

 ─ ⁸ ⁸Ⱳꜝfi♥▫▪☻♃♇ⱨ

╠─ ™⁸ ─ ⁸ ╩╘←╢

─ ⁸ ─כ♃ꜟ▼◦ ⁸

╢╟⌐♩♇Ⱡכ♃ꜟ▼◦─ ⁸ ⁸

─ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

≥╙ ─√╘─ ≤ ─ ─№╡ ⁸

≤─ ─№╡ ╩⁸ ╩⅛↑≡

∆╢√╘─ ╩ ⇔╕⇔√

◐ꜞfi ⁹ 

 

Ɫכⱨ►▼▬ⱱכⱶ─  

┼כ♃ꜟ▼◦   ∆╢ ≥╙√∟⌐│⁸ ⌂

╩ ⅎ√ ≥╙√∟ ℮≈ ⁸ ה ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

ⱨꜝ♇◦ꜙⱣ♇◒⁸ ⁸ⱥ☻♥ꜞ⁸כ ⁸

◌ꜞꜜfi ≥╙☿fi♃כ 

2012  
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⌂≥ ⅜ ↄ⁸∕─ ⅜ ≢№╡⁸╕

√⁸∕─╟℮⌂ ≥╙√∟─ ⅝ ⅜ ≈⅛╠⌂™

≤™℮ √⌂ ╩ ╢⌐ ╡╕⇔√⁹ 

 ∕─╟℮⌂ ≥╙√∟│⁸╝∫ↄ╡≤⇔√ ─

≢ ⌂ ≤ ⅝ ∫√╡⁸ ─╛╡√™

↓≤╩ ⇔√╡⇔≡™ↄ ⅜№╡╕∆⅜⁸ ─

│כ♃ꜟ▼◦ ─ ⌐ ⅞∏⁸ ⌂

─ ≤│⌂╡⅜√ↄ⁸ ⁸ ─ ⱱכ

ⱶ│⁸ ה ╩ ≤∆╢ ─ ≢№╡⁸∆

←⌐ ה ≢⅝⌂™ ≥╙√∟⅛╠∆╢≤⁸

ⱱכⱶ≢ ╩∆╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ╡⁸

∟⁸ ╩ ∂≡⇔╕℮≤™℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

כ♃ꜟ▼◦⁸≢↓⧵  ⁸ ≢╙⌂ↄ⁸

ⱱכⱶ ⁸ ⁸ ה ≢╙

⌂™⁸№╢ ─ ╩╝∫ↄ╡≤ ↔⇔⁸∕─

≢ ⌂ ≤ ⅛™ ∫√╡⁸ ─ ╩ ⅎ

√╡⁸ ─ ∟╩ ⇔√╡⁸ ה ⌐

↑√ ╩∆╢ ⅜ ≢∆⁹ 

 ↓─ √⌂ ⌐☼כ♬ ⅎ╢═ↄ⁸ ─

⁸ ⅛╠│ ≥╙ ⁸ ⁸

╠─ ╩ ╡⁸ ≤╙ ⌂

╩ ™≈≈⁸Ɫכⱨ►▼▬ⱱכⱶ─ ⌐ ↑≡⁸

╩ ™╕⇔√⁹ 

 

◌ꜞꜜfiⱢ►☻─  

 ─◔▪≤ ╩ ⅛⌐∆╢√╘─ ⁸

≤ ⌐ ⇔╗└≤≤⅝╩ ∆╢ ≤⇔≡ ⇔

√♦▬◔▪ⱪ꜡◓ꜝⱶ ₈◌ꜞꜜfiⱢ►☻₉╩

⇔╕⇔√⁹ 

⁸כ♃ꜟ▼◦  ⱱכⱶ≢ ∆╢⁸№╢™

│ ה ⇔√OGהOB─ ≥╙√∟⌐ ⅎ⁸◌

ꜞꜜfi─ ─⌂™ ─ ≥╙⅛╠╙

⅜№╡⁸ ↕╠⌂╢ⱷ♬ꜙכ─ ╛⁸

≥╙─ ─√╘─ ⅜ ╘╠╣≡™╕∆⁹ 

≢ⱪכꜟ◓  ≢⅝╢ⱷ♬ꜙכ─ ⁸ ─

▪►♩♪▪▬ⱬfi♩⁸◒ꜞ☻ⱴ☻ ╛ ─▬

ⱬfi♩⁸ ─ ─ ╩ ↑╟℮≤⇔╕

⇔√⁹ 

 ⁸◌ꜞꜜfiⱢ►☻≢ ↕╣≡™╢ ⌂ⱷ♬

│כꜙ ─ ╡≢∆⁹ 

ה ─◔▪⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─♩꜠כ♬fi 

◌►fi☿ꜞfi◓⁸ ⁸ ≈╓ⱴ♇◘⁸☺כ 

 ◔▪ ┼─  

ה ┘⁸ ⁸ ╩ ⅛⌐∆╢  

Ⱳ▬☻♩꜠כ♬fi◓⁸Ⱨ▪ⱡ⁸♄fi☻⁸◑♃⁸כ 

  

ה ⁸ ⁸ ─

√╘─ ⁸  

╢╟⌐OBהOGה ╛Ⱳꜝfi♥▫▪☻♃♇ⱨ≤─

⁸  

 

─  

 ◌ꜞꜜfiⱢ►☻⌐⅔↑╢ ⌂ ╡ ╖≤⇔≡⁸

₈ ₉─ ⌐╙ ╩ ⅞╕⇔√⁹

≤│⁸ ⌐⅔™≡ ╡ ⇔ ╩ ↑╢

↓≤⌐╟╢ ≥╙─ ╩≢⅝╢∞↑ ∆╢

↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ⁸

─ ⅛╠ ∆╢ ⅜ⱶכ♅

≤⌂∫≡⁸ ⌐ ⇔≡ ≢ ╢ ≢⁸

─ ╩ ↑√▬fi♃ⱦꜙ▪כ⅜ ℮ ─↓≤

≢№╡⁸ ≤⇔≡ ─ ╩ ⇔╕⇔√⁹

≥╙⅜ ≢⅝╢ ─ ⁸ ≥╙─ ╛

─ ꜠ⱬꜟ⌐ ∂√⁸ ─⌂™ ≢⁸∕─

≥╙─ ∆↓≤─≢⅝╢⁸№╡─╕╕─ ╩

⇔╕∆⁹ 

 ⁸ ┼─ ╩│⅛╡⁸

⅜ ⌐ ⇔⁸ ≢ ⌂ ⅜ ╦╣╢

╟℮⁸ ⁸ ─ ≢╙╟╡ ↕∑⁸

─ ╩│⅛╡╕∆⁹ 

 

≥╙ ─ ⌂  

 ◌ꜞꜜfi ≥╙☿fi♃⁸│≢כ ה ─

⌐╟╡⁸ ⌂╠┘⌐ ╩ ≥╙√

∟⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ ╩ ↑

√ ≥╙─ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ ∫√ ─

╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ 
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 2012 ⌐⁸5 ⌐╦√∫≡ ╩ ↑≡⅝

√₈◌ꜞꜜfiהⱷꜞꜟꜞfi♅ ₉⅜ ⇔╕⇔

√⁹↓─ ╩ ↑≡™√ ╛↑ OG ⁸●

☼ꜟכ OG ⅜∕╣∙╣ ⁸ ╩

⇔╕⇔√⁹╕√ ─╖↓─ ≤⌂∫≡™

√⁸ ─Ⱳכ▬☼ OB ⌐≈™≡│⁸ ─

─ ⅜ ⌐ ╩ ⇔⁸ ╩

⇔≡ↄ∞↕╢↓≤≤⌂╡╕⇔√⁹ 

 ⁸ ≥╙ ⌐≡ ↕╣≡™╢

│ ─ ╡≢∆⁹ 

ה PMJ ⁸ ⁸

╩ ∆ ≥╙┼─ ⱨ▫ꜞ♇ⱪ⸗ꜞ☻☺ꜗⱤ

fiֿפ │ ─ ⱱכⱶ⁸◦▼ꜟ♃כ

⅜ ≢№╡⁸↓─ ╩◌ꜞꜜfi ≥╙☿fi

כ♃ ⌐ ↕╣≡™╕∆⁹↓╣╕≢⁸ ─

═ 203 ⌐ ⇔⁸12,867,667 ╩ ⇔╕⇔√⁹ 

ה ⁸ ⁸

╩ ∆ ≥╙┼─ ⁹ 

ה ⱱכⱶ≢

╩∆╢ ≥╙┼─ ⁹ 

 

 

ᵑ ≥╙─  

         2011 ⅛╠─ ╩ ╗  

ה    

≥╙─  20 18 ☼ꜟכ●

≥╙─ Ⱳ10 10 ☼▬כ 

≤┘╠─    

╛↑    

◌ꜞꜜfiⱢ►☻ 336  

 

ᵒ  

 14  

 

15

 

16

 

17

 

18

 

19

 

20

 

●        

Ⱳ        

≤        

        

ᵓ ה ─ ⁸  

   

●

ꜟ
☼ 

⅛╠─ ה

⁸Ⱡ◓꜠◒♩ 

ה ⅛╠─

⁸ⱷfi♃ꜟ⁸ ⁸  

  

      

       

 

          

ⱱכⱶ   

  ╛↑   

ה  

          

∕─ ☻♥♇ⱪⱢ►☻  

         1  

Ⱳ

▬
☼ 

 ⁸

─ ≤⇔≡

─ ⁸ /

⁸ ה ה ⅛

╠─ ⁸Ⱡ◓꜠◒

♩⁸  

ⱱכⱶ    

▪Ɽכ♩      

╖ ╖         

       

 

                   

↑   

≤
┘
╠
─

 

      

  

 

    

⅛╠     

▪Ɽכ♩      

─▪Ɽכ♩┼ 

          

╛
↑

 

╡╟כ♃ꜟ▼◦  

╗  

╟╡ 

⁸

⁸ ⁸

⁸ ќ ќ

ќ ☿fi♃כ

      

     

▪Ɽכ♩     

◦▼▪Ɫ►☻  
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ᵔ ה  

 

 

Ⱳ

ꜝ 
ה  

●

ꜟ
☼ 

 

3 

 

13 

ₒ ₓ◔כ☻ ה ⁸☻♃♇

ⱨⱵכ♥▫fi◓⁸☻♃♇ⱨ ⁹ 

☻כ◔─ │ 1

⌐ ⁹∕─ ⁹ 30 ⁹ ≥

╙ ⅜ ⇔⌂™ ⁹ 

╙ ╗ ⁹ 

ₒ ₓ ⁸ JS

⁸ ⁸

ⱱכⱶ ⁸ כ♃ꜟ▼◦

Ⱡ♇♩꞉כ◒ ⁸JASPCAN ⁸ 

⁸

⁸ ⱱכⱶ ☿Ⱶ♫כ

⁹ 

Ⱳ

▬
☼ 

  

ₒ ₓ◔כ☻ ה ⁸☻♃♇

ⱨⱵכ♥▫fi◓⁹ 

☻כ◔─ │ 1

⌐ ⁹∕─ ⁹ ≥╙

⁸ ⁸ ≤─

⌂≥ ה ⁸ ⱱ

ⱶכ ≤─ ( ⌂≥

) ◌ꜞꜜfiⱢ►☻≤─ OB

─ ה ╩ ╗ ⁹  

ₒ ₓ ⁸ ⁸

⁸ ⱱכ

ⱶ ⁸ ♇Ⱡכ♃ꜟ▼◦

♩꞉כ◒ ⁸JASPCAN ⁸ 

⁹ 

≤
┘
╠
─

 

  

ₒ ₓ◔כ☻ ⁸

≡⇔≥כ◙▬ⱣכⱤכ☻ ⁸☻♃♇

ⱨⱵכ♥▫fi◓⁸ ה ⌐ ↑≡

⁹ 

ₒ ₓ ⁸

ⱱכⱶ☻♃♇ⱨ ה ⱱכ

ⱶ ┼ ה ה

⁹ 

╛
↑

 

 

* 

 

ₒ ₓ◔כ☻ ⁸

≡⇔≥כ◙▬ⱣכⱤכ☻ ⁸☻♃♇

ⱨⱵכ♥▫fi◓⁸◔כ☻ ⁸

⁸◌ꜞꜜfi ⁸ 1 ─

Ⱶכ♥▫fi◓ ⁹ 

ₒ ₓ ⁸ ⱱ

ⱶכ ⁸ ⁸

⁸ ⁸

ⱱכⱶ ☻♃♇ⱨ ⁸

⁸ ∟ ╡ ☿Ⱶ♫כ  

*10 ⌐ ⁸ 1 ⁹ 

◌
ꜞ
ꜜ
fi
Ɫ
►
☻
ה

 

  

ₒ ₓ ⁸◌ꜞꜜfiⱢ►☻

⁸◌ꜞꜜfiⱢ►☻ ─ ⁹ 

ₒ ה ₓ◦ⱨ♩ ⌐╟╢ ה

Ɫ►☻Ⱳꜝfi♥▫▪☻♃♇ⱨ ┼

⁹ ⱱכⱶ⌐ ⇔ ⌐Ɫ

►☻ⱷ♬ꜙכ─ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩

⁹ ╢╟⌐ꜟכⱷה ה ≥

╙√∟⅛╠─ ™ ╦∑╛ ⌐ ⁹ 

 

 

ᵕ ה  

ה   

●

ꜟ
☼ 

≥╙ ╩ ⇔⁸ ─Ɫכ♪ ─ ╩

∫√⁹ 

ᵑ ─ ⁸ ⁸ ה ⇔

╣ ─ ⁸ⱬꜝfi♄─ ⁹ 

ᵒ ╡─ ◦☻♥ⱶ◐♇♅fi⁸♩▬꜠─

⁸ ─◦fi◒ ⁹ 

ᵓ∕─ ⁸ ─ ♪▪─ ⁸◒꜡☻─

╡ ⅎ⁸ ⁸ ─fi♥כ◌ ⁸ ─

Ᵽכ ⁸ ⁹ 

Ⱳ

▬
☼ 

┼─◗Ⱶ ─Ɽכ♠⌂≥─⅔⅔⅝⌂

╕≢ ⌐ ∆╢ ⁹ 

ה ─ ⁹  

≥╙⅜ ╩ ∆⌂≥⇔≡⁸ ⅛╠─

⅜ ⇔√⁹ │ ⇔≡™╢⁹└⅝≈≠⅝

⁹ 
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≤
┘
╠
─

 

ᵑ ⇔√ ⁹ 

ᵒ ─fi♥כ◌ ⁹ 

ᵓ ⁸ ─ ╡ ⅎ⁹ 

ᵔ ─ ⁹ 

╛
↑

 

≥╙ ╩ ⇔⁸ ─ ─ ╩ ∫

√⁹ 

ᵑ ─ ◄▪◖fi ⁸ ╩

⌐ ⁹ 

ᵒ ─ ⁸◦☻♥ⱶ◐♇♅fi⁸

⁸♩▬꜠ ⁸ ⱪכ꜡☻⁸

⁸ ─ ⁸ ♪▪ ─ ⁸

⁹ 

╟╡ ─ ╩ ↑√ ⁸

♁ⱨ□⁸כ♃♬♃ ⁸ ⁸ ⁸

⁸☻♃♇ⱨꜟכⱶ◄▪◖fi ⁹ 

∕─ ⁸ ─√╘─ ╩ ⇔√

☻♃♇ⱨꜟכⱶ♪▪─ ⁸ ─ ⁸☻♃♇

ⱨ ⁸כ◌♇꜡ ─ ⁸ ⁹ 

◌
ꜞ
ꜜ
fi
Ɫ
►
☻ 

fiⱢ►☻⁸ꜜꜞ◌ה ☻Ɑ⁸☻כ

─ ⁹ 

ה ⌂ⱷ♬ꜙ⁸│≡™≈⌐כ ╩ ♄

fi☻⁸ ☺כ◘♇ⱴה ⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵖ2012 ┼─ ╖≤⁸2013 ─  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

●

ꜟ
☼ 

ה ≥╙─ ─  

ќ ╩ ⇔√Ɽ♁◖fi │⌐♃כ♦─

╩≈↑☿◐ꜙꜞ♥▫╩ ☻כ◔⁸ ⌂≥≢

╩ ∆╢ ╙ ⌐ ∂≡ ⌐

─ ╩ ∫√⁹ 

ה ─  

ќ ⁸Ᵽ♇◓─ ⁹∕─Ᵽ♇◓─

╩ ⱨ♇♃☻ה ⌐ ⇔√⁹ 

⁸ ─ ™ ⁸ ─ ⁸ ─

╙ ∫√⁹ 

ⱷfiⱣכ ⁸ ⌐ ™ ╦

∑╩⇔≡ ─ ╩ ╘╠╣√⅜⁸

│ ≢⅝∏⁸ ─ ≤⇔≡ ⁸

─♅▼♇◒╩ ℮⁹ 

ה  

ќᵕ⌐№╢ Ɫכ♪ ─ ≤≤╙⌐⁸ ─

╩ ⁸ ⇔√⁹ 

─ꜟ▪ꜙ♬ⱴה ⇔ 

ќ ─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ∆═⅝ ⌐≈™≡

꜠ⱬꜟ≢♅▼♇◒╩ ™⁸ ≥╙ ─ ⌐≈

™≡ ─ ⅜№╢ ⌐≈™≡ ╩ ∫√⁹

│ ╡╕≤╘╩ ™⁸ ⇔⁸ ⱴ♬ꜙ▪

ꜟ≤⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ≤─  

ќ ⌂ ╩≤╡⁸ ⌐ ⅜ ∂ ╩

∂ ≢╙∫≡™╠╣╢╟℮⌐ ╘√⁹ 

─Ⱳꜝfi♥▫▪☻♃♇ⱨה ⌂ ꜟכ●⅜╡╦

☼ ─☻◐ꜟ▪♇ⱪ⌐≈⌂⅜∫≡⅔╡⁸

╙ ⌐ ⌐ ∫≡╙╠℮↓≤╙≢⅝╢

⌐№∫√⁹ 
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Ⱳ

▬
☼ 

ₒ2012 ─ ┼─ ╖ₓ 

ה ⁹ 

כ♃ꜟ▼◦ה ─ ⁹ 

ₒ2013 ─ ₓ 

ᵑ ⁹ 

ᵒOB▪ⱨ♃כ◔▪ ─ ≤⇔≡▪ⱨ♃כ

◔▪│ ╦⌂™⅜⁸ ─ ⱱכⱶ⅛╠

⅜№∫√ ⁸№╢™│Ⱳכ▬☼⅛╠▪Ɽכ♩

⇔≡⅔╡ ⅜ ⌂ ─ ⁹ 

ᵓ ☻♃♇ⱨ─ ⁹Ⱳꜝfi♥▫▪☻♃♇ⱨ─

☻ⱳכ♠─ ⅜ ™√╘⁸ ─№╢ ⅜

⇔™ ⁹ 

ᵔ ⁸ ─ ⌐ ∆═ↄ ─ ⁹⅔

╟┘ ─ ⁹ 

2013 ⅛╠ ⌐⅛↑≡⁸ ─ⱱכⱶ

╩ ה ─√╘ ┼─ ─ ⁹ 

ᵕ ╩╙∫√ ☻♃♇ⱨ─Ᵽכfi

▪►♩─ ⁹ 

ᵖ ─ ⁸ ⌐≈™≡ ≥

╙ ⁸◌ꜞꜜfi ⁸ ≢↕╠⌂

╢ ⁸ ⅜ ⁹ 

≤
┘
╠
─

 

─ │ ╠╣ ⇔√⅜⁸ ≤⇔≡

☻Ɑכ☻─ ↕⁸ ☻Ɑ⁸☻כOB ─

─ Ɫכ♪ ─ │ ⁹ 

⌐ ⇔√⅜ ≤ ─ │ ⇔ↄ

⁹ 

╟╡ ⁹ ⅛╠─

⌐ ═⁸ ≢⅝╢ ⅜⅛⌂╡ ⌂™⁹ 

╩ ∆╢ ⅜ ⌂ↄ⌂∫≡™╢⁹Ɫ꜡

╛◒כ꞉כ ≤ ⇔≡⅝√⅜⁸ ⌐

⅜ ™ ─ │ ⌐│

⇔™ ⅜№╢⁹ 

╛
↑

 

ₒ2012 ─ ┼─ ╖ₓ 

ה ⌐≈™≡  

ќ ⇔√ⱨ□▬ꜟ╩ ⇔√⁹ │ Ⱶכ♥

▫fi◓─ ⌐ ⇔√ 2012 10 ─ ⁹ 

ה ≥╙ ≤─  

ќ ≥╙ ⌐ ╩⅔ ™⇔√╠╟™─⅛⁸

╛↑ ≤⇔≡│≥─╟℮⌐ ™√╠╟™─⅛⅜

⅛╡ ╘√ ⅜№╢ ╙ ╦╠∏─ ≢

№╤℮≤ ℮ ⁹ 

ה ⌐ ≠ↄ ─  

ќ │ ≢│⌂⅛∫√⅜№╢ ─

│ ⅎ≡™╢⁹ 

ₒ2013 ─ ₓ 

ה ⌐≈™≡─ ⁹ 

╢⌂╠↕─▪◔כ♃ⱨ▪ה ⁹ 

ה ⅝ ⅝ ⌐ ≠ↄ ─ ⁹ 

◌
ꜞ
ꜜ
fi
Ɫ
►
☻ 

ₒ2012 ─ ┼─ ╖ₓ 

╛♠כⱳ☻ה ─ ⌂ ─ ⁸ⱱכ

ⱶ┼ ⇔⁸ ─ ≥╙√∟⌐Ɫ►☻ⱷ♬ꜙכ

─ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩ ⁹ 

ה ה ⁸ ≤─  

ה ─◒ꜞ☻ⱴ☻Ɽכ▫♥כ╩ ⁹ 

ₒ2013 ─ ₓ 

ה ─ i ⁸ⱷ♬ꜙכ─ ⁹ 

ה ≥╙─ OG OB ─ ≥

╙⌂≥ ⁹ 

כꜙ♬ⱷה ─ ☼כ♬─╙≤ ⁸ ┼─

⁸ⱷ♬ꜙכ ─ⱨ◊꜡⁸כ ⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 



News Carillon No.26 

 

9 

 

Ợ ≥╙  

 2012 ╙⁸ ⁸ ה ⅛╠ ╩

™√∞⅝⁸ ⁸ ⁸ ─√╘─ ≥╙

⅜ ↕∑╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ 

PMJ

 

ⱨ▫ꜞ♇ⱪ⸗ꜞ☻☺ꜗⱤfiֿפ─

⌐╟╡ ─ ⱱכⱶ─ ≥

╙√∟─ ⁸ ⁸

╩ ⁹ 

↓╣╕≢ 106 ─ ≥╙⌐ ⇔≡        

6,523,873 ╩ ⁹ 

 

 

≤┘╠─ ⁸ ╛↑ ─ ≥╙√∟

─ ⁹ 

 

 

⁸ ⌐ ℮◌ꜞꜜfi─

ה 3 ╩ 2012 ╩╙

∫≡ ⁹ 

 
⁸ ─

√╘─ ╛ ─ ⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年度決算報告 

科 目 名 決 算 

事
業
活
動
収
支 

 

 2, 896, 790 

 72, 942, 333 

 56, 883, 292 

 491,425 

 444,030 

 133,657,870 

 

 55,647,505 

 21,077,756 

 28,377,133 

 1,504,941 

 615,545 

 107,222,880 

   26,434,990 

外* 

 

 133,121 

 133,121 

   26,568,111 

特
別
収
支 

 

 15,522,000 

 320,000 

ה  15,842,000 

 

 15,558,000 

 1 

 15,558,001 

   283,999 

    26,852,110 

収
支
差
額
繰
越
活
動 

  78,222,257 

 

∕─ ─  

105,074,367 

10,000,000 

    95,074,367 

⁸ ⁸  

⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

ₒ2012 ─ ₓ ⁸

⁸ │ⱱכⱶⱭכ☺ ≢ ™√⇔╕∆⁹ 

                                                   
*  
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 ♥  
 
 例年にない早い梅雨明けと、それに続く猛暑で体調を崩していらっしゃる方も多いかと思います。

昨年の政権交代、都議会議員選挙に続き、参議院議員選挙は自民党の地滑り的勝利に終わり、社会

保障制度の枠組みは大きく変わろうとしています。アベノミクスによる景気回復は限局的で、子ども

を取り巻く状況は厳しさを増しています。こんな厳しい状況の中でもカリヨン子どもセンターは支

援者の皆さまのあたたかいお気持ちに支えられて10回目の夏を迎えました。法人は念願だった男

子シェルターの建て替え工事に着手し、他の施設の改修計画も進んでおります。今号は2012年度

の事業報告の特集号とさせて頂きました。お目通しのうえご意見など頂戴できれば幸いです。暑さ

が続きますが、みなさまにはご自愛のうえ、これからも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し

上げます。                                  （Ｔ.Ｙ） 

 

 

 

 

 

 

 

（T.Y） 
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 2013 年５月１１日、お台場の潮風公園にて、

カリヨンハウス主催のＢＢＱ大会を行いました。

合計６名の子どもたち（入居中、OG/OBを含む）

と、職員、子ども担当弁護士、ボランティアスタ

ッフ、理事らの大人16名が参加しました。 

 当日は残念なことに土砂降りの雨……。しかし

テントを借りて雨天決行！ どうなることかとハ

ラハラしましたが、予定していた全員が無事参加

できました。ＢＢＱ経験豊かな方たちのアドバイ

スのもと、皆で協力して炭に火をつけ、ＢＢＱス 

タート！ 雨の中でしたが、ご飯は美味しく、火

のそばはあたたかく、各テーブルでのおしゃべり 

 
 

カリヨン事務局報告   

～カリヨンハウスＢＢＱ大会開催～ 

 石井 花梨  
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